
年間授業計画　様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

7

定期考査
○ ○ ○ 1

定期考査
○ ○ ○ 1

 LESSON １、２
【知識及び技能】
完了形、助動詞を学習する
【思考力、判断力、表現力等】
完了形、助動詞を用いて自己表現をす
る
【学びに向かう力、人間性等】
完了形、助動詞を用いて積極的に自己
表現する

・指導事項
完了形・助動詞の表現を用いて表
現する。
・教材
ワークブック

・授業態度、取り組み、課題の提出などを総
合的に評価する。

○ ○ ○

12

○ ○ 1

定期考査
1○ ○ ○

○ 7

外国語 論理・表現Ⅱ
外国語 論理・表現Ⅱ 2

外国語の背景にある文化に対する理解を深め外国語を用いてコミュニケーションを図る態度を身につける．

論理・表現Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

外国語の語彙，表現，文法，の理解を深めるとともに，
これらの知識を，話すこと，書くことによる実際のコ
ミュニケーションにおいて，適切に活用する技能を身に
つける

状況に応じて，日常的な話題について，外国語
で情報や考えを的確に理解し，これらを活用し
て適切に表現する力を身につける．

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，
主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケー
ションを図ろうとする態度を身につける．

MY　WAY　Ⅱ　Logic and Expression Ⅱ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深める。

コミュニケーションを行う目的や場面に応じて，外国語で適切に表現したり伝えう力を身につける．

態
配当
時数

１
学
期

１年の復習 LESSON ６
【知識及び技能】
比較表現を学習する
【思考力、判断力、表現力等】
比較表現を用いて自己表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
比較表現を用いて積極的に自己表現す
る

・指導事項
比較の表現を用いて表現する。
・教材
ワークブック

・授業態度、取り組み、課題の提出などを総
合的に評価する。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

14

定期考査
○ ○ ○ 1

LESSON ４
【知識及び技能】
不定詞を学習する
【思考力、判断力、表現力等】
不定詞を用いて自己表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
不定詞を用いて積極的に自己表現する

・指導事項
不定詞の表現を用いて表現する。
・教材
ワークブック

・授業態度、取り組み、課題の提出などを総
合的に評価する。

○ ○ ○ 16

LESSON ３
【知識及び技能】
受動態を学習する
【思考力、判断力、表現力等】
受動態を用いて自己表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
受動態を用いて積極的に自己表現する

・指導事項
受動態の表現を用いて表現する。
・教材
ワークブック

・授業態度、取り組み、課題の提出などを総
合的に評価する。

○ ○ ○

・指導事項
関係代名詞の表現を用いて表現す
る。
・教材
ワークブック

・授業態度、取り組み、課題の提出などを総
合的に評価する。

○ ○

1

２
学
期

LESSON ５
【知識及び技能】
動名詞を学習する
【思考力、判断力、表現力等】
動名詞を用いて自己表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
動名詞を用いて積極的に自己表現する

・指導事項
動名詞の表現を用いて表現する。
・教材
ワークブック

・授業態度、取り組み、課題の提出などを総
合的に評価する。

○ ○ ○ 8

LESSON ７
【知識及び技能】
関係代名詞を学習する
【思考力、判断力、表現力等】
関係代名詞を用いて自己表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
関係代名詞を用いて積極的に自己表現
する

定期考査
○ ○ ○

定期考査
○

○ 8

LESSON ￥
【知識及び技能】
否定表現を学習する
【思考力、判断力、表現力等】
否定表現を用いて自己表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
否定表現を用いて積極的に自己表現す
る

・指導事項
否定の表現を用いて表現する。
・教材
ワークブック

・授業態度、取り組み、課題の提出などを総
合的に評価する。

○ ○ ○

３
学
期

LESSON ８
【知識及び技能】
仮定法を学習する
【思考力、判断力、表現力等】
仮定法を用いて自己表現をする
【学びに向かう力、人間性等】
仮定法を用いて積極的に自己表現する

・指導事項
仮定法の表現を用いて表現する。
・教材
ワークブック

・授業態度、取り組み、課題の提出などを総
合的に評価する。

○ ○


